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CCYVは感染から発病までに約 20日を要する（行徳，

2008）。したがって，発病株の増加が終息する定植 60日

後に発病した株の感染時期は，定植 40日後と推測され

る。このことから，発病につながる感染時期は，おおむ

ね定植 40日後までであり，発病を抑えるためにはこの

時期までタバココナジラミを防除する必要がある（図―

1）。また，メロン退緑黄化病は，発病時期が早いほど黄

化葉率が高く被害も大きくなるため（行徳，2008），防

除は栽培初期ほど重要である。

タバココナジラミに対する薬剤の選択には以下の注意

点がある。CCYVはバイオタイプ Qおよび Bが媒介す

るが，バイオタイプ Qの薬剤感受性はバイオタイプ B

に比べて低い（樋口，2006）。CCYVとバイオタイプ Q

の発生地域は重複していることから，バイオタイプ Q

に有効な薬剤を選択する必要がある。また，CCYVの感

染は，ウイルスを保毒したタバココナジラミ成虫がメロ

ン株を一定時間吸汁することで成立する。したがって，

退緑黄化病の発病抑制が期待できる薬剤は，ピリダベン

水和剤など成虫に対して速効的で効果が高い薬剤，ある

いはタバココナジラミが媒介する Tomato yellow leaf curl

virus（TYLCV）に対して，媒介抑制効果が認められて

いるジノテフラン，ニテンピラム等の粒剤，散布剤（大

矢・植草，2009）となる。

II 発病抑制に有効な防除体系

効果の高い薬剤は少ないため，発病を抑制するために

は，特性にあった使用時期，使用方法を選択することが

重要である。定植時期のネオニコチノイド系粒剤処理

は，浸透移行性が高く，新葉にも効果が認められ，生育

初期の防除薬剤として優れている。また，TYLCVでは，

ネオニコチノイド系粒剤による媒介抑制効果は，同成分

の散布剤より高くなる（大矢・植草，2009）。メロン退

は　じ　め　に

2004年，熊本県のメロン栽培地域において，メロン

の葉が黄化する障害が発生した。この黄化症状は，タバ

ココナジラミバイオタイプ Q Bemisia tabaci Q biotype

およびバイオタイプ B B.tabaci B biotypeが媒介する

ウリ類退緑黄化ウイルス Cucurbit clorotic yellows virus

（CCYV）による新規病害であることが明らかになり，

メロン退緑黄化病と命名された（行徳ら，2 0 0 9）。

CCYVはクリニウイルスの一種であり，寄主植物として

ウリ科，ナス科，アカザ科およびキク科等が報告されて

いる（OKUDA et al., 2010）。CCYVの発生は，九州 7県と

愛媛，高知，広島，埼玉，群馬，茨城，栃木および千葉

県で確認されており（2011年 7月現在），発生地域の拡

大が懸念されている。また，海外でも 2010年に台湾の

ウリ科作物で CCYVの発生が報告されている（HUANG et

al., 2010）。

熊本県での CCYVによる被害は，メロン，キュウリ

およびスイカで認められているが，特にメロンで大き

い。メロン退緑黄化病の発病株は，葉が黄化することに

よる草勢の低下，さらには果実重量および糖度が低下す

ることから（行徳，2008），生産現場で大きな問題とな

っている。虫媒伝染性ウイルス病である退緑黄化病で

は，媒介昆虫に対する対策が重要であり，その対策は保

毒虫を「圃場に入れない」，「圃場で増やさない」，「圃場

から出さない」に大きく分けられる。本稿ではメロン退

緑黄化病に対する「増やさない対策」である効果的な薬

剤防除について紹介する。

I 発病抑制に有効な防除時期

通常，メロンの栽培期間は，定植してから収穫するま

で約 90日である。そのうち，メロン退緑黄化病の発病

株が増加するのは，定植からおおむね 60日間であり，

その後の発病株は少ない（林田ら，2 0 0 7）。また，
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図－1 メロン退緑黄化病の防除時期の概念図
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制期間は，3回防除区が収穫直前まで，2回防除区が約

50日間，1回防除区が約 30日間であった（図― 2）。3回

および 2回防除区の密度抑制期間は，定植から 40日間

という条件を満たしたが，1回防除区では 10日程度短

い結果であった。

3回および 2回防除区の発病株率は，無処理区の 35％

に比べて，3回防除区が 0％，2回防除区が 5％と低く，

差が認められなかった（図― 3）。これに対して，1回防

除区の発病株率は 30％であり，無処理とほぼ同等であ

った。しかし，発病度は無処理区の 1/2 以下と低く，

効果は認められた。これは粒剤処理で栽培初期の感染を

抑制したが，粒剤の効果が低下した定植 30 日後から

CCYVの感染が起こり，軽微な発病株が発生したと考え

られる。

以上のことから，定植から約 40日，媒介虫の発生を

抑えることでメロン退緑黄化病を抑制することができる

こと，防除体系としてネオニコチノイド系粒剤とピリダ

ベン水和剤等の散布剤との組合せの効果が高いことが明

らかになった。

IV 粒剤の処理時期

栽培圃場では，定植直後からタバココナジラミの侵入

が認められ，粒剤は定植直後から効果を示す必要があ

る。しかし，トマトでネオニコチノイド系の粒剤を定植

時に植穴処理すると，株内の殺虫成分濃度は，処理後上

緑黄化病の被害は栽培初期に感染するほど大きいことか

ら，粒剤処理は必須である。

今回の防除体系では，定植時期の粒剤処理とその効果

が低下する時期の薬剤散布が基本となる。定植時期での

コナジラミ類に対する粒剤の効果は，20～ 30日である。

また，一般的なメロン栽培では，定植 30日前後で交配

するが，授粉昆虫としてミツバチを 7日程度放飼するた

め，交配時期の薬剤散布は困難である。そのため，粒剤

処理後の薬剤散布は，定植 20～ 30日後の交配前となる。

散布剤の残効が約 20日であり，その後の追加防除の時

期は散布 20日後が目安となる。

III 防除体系の検証

実際に薬剤処理し，防除体系の有効性を検証した。試

験区は，「定植時粒剤のみ（1回防除区）」，「定植時粒剤

と交配直前の散布体系（2回防除区）」および「2回防除

区に交配前散布の 20日後に散布を追加した体系（3回

防除区）」とした。各区でのタバココナジラミ密度推移

と収穫時の退緑黄化病の発生を調査した。

先に述べたとおり，発病を抑制するために必要な防除

期間は定植から約 40日間と推測される。各区の密度抑
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図－2 防除回数別のタバココナジラミバイオタイプ Qの
密度推移

【●：3回防除区】定植時粒剤＋交配前散布＋交配後散布
【○：2回防除区】定植時粒剤＋交配前散布
【□：1回防除区】定植時粒剤のみ
【▲：無処理区】
定植時粒剤としてニテンピラム粒剤 1 g/株を植穴処理し
た．
散布剤としてピリダベン水和剤 1,000倍（▽）を処理した．
縦軸は対数目盛である．
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図－3 収穫時でのメロン退緑黄化病の発病株率および発
病度
マークは発病株率を，棒グラフは発病度を示す．
発病度は，発病葉率の違いにより株ごとの発病指数
を求め（発病指数 0：発病なし，1：発病葉率 25％未
満，2：同 25 ～ 50％未満，3：同 50 ～ 75％未満，
4：同 75％以上），以下の式を用いて算出した．
発病度＝｛Σ（発病指数×発病指数別株数）/（調査株
数× 4）｝× 100
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と交配前散布の体系（定植時区）」とした。

その結果，バイオタイプ Qの密度推移を見ると，育

苗後半区と定植時区は，無処理区に比べて成幼虫数が定

植時から収穫時まで少なく，高い密度抑制効果が認めら

れた（図― 4）。粒剤処理した 2区は，寄生密度に差が認

められず，バイオタイプ Qに対して同等の密度抑制効

果であった。メロン退緑黄化病の発病株率および発病度

は，無処理区に比べて粒剤を処理した 2区で低かった

（図― 5）。育苗後半区における発病の初確認時期は，定

植時区および無処理区に比べて遅かった。また，育苗後

半区の発病度は，定植時区に比べて収穫時まで低かっ

た。これらの結果から，CCYVの媒介抑制効果は，粒剤

処理した 2区で認められたが，定植時区に比べて育苗後

半区で高かった。収穫果実の重量および糖度を見ると，

定植時区では無処理区と有意差がないが，育苗後半区で

は無処理区に比べて有意に重量が重く，糖度が高くなり

（図― 6），被害軽減効果が確認された。これらの結果か

ら，育苗期後半の株元粒剤処理を防除体系に組み込むこ

とで，定植直後の感染リスクを低減し，発病抑制効果が

向上することが明らかになった。

本試験では，CCYVを保毒したバイオタイプ Qを定

植直後から放飼している。そのため，栽培圃場に比べ

て，粒剤の処理時期の効果差を過大に評価している。し

かし，虫媒伝染性ウイルスの防除では，栽培初期の感染

リスクを可能な限り低く抑えることが重要であり，育苗

期後半の粒剤処理は必須と考える。また，作業が集中す

る定植時の粒剤処理に比べて，育苗期後半で処理するこ

とは，労力分散や省力化にも有効である。

昇しながら処理 7日後にピークとなる（橋本，2007）。

ネオニコチノイド系であるジノテフランおよびニテンピ

ラム粒剤についても，処理後に植物体内の成分濃度が上

昇し，防除効果が認められる濃度に達するまで一定の時

間を要すると考えられる。そこで，粒剤の処理時期とし

て，育苗期後半株元処理と定植時植穴処理の効果を比較

した。試験区は，「定植 2日前の株元粒剤処理と交配前

散布の体系（育苗後半区）」および「定植時の粒剤処理
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図－5 メロン退緑黄化病の発病株率および発病度の推移
図の見方は図― 3と同じ．
発病度の算出は図― 2と同じ．
CCYVの感染元として，バイオタイプ Qが寄生し，発病しているメロン株
を試験圃場に設置した．
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図－4 粒剤の処理時期別のタバココナジラミバイオタイ
プ Qの密度推移

【●育苗後半区】定植 2日前の苗に粒剤処理
【○定植時区】定植時の植穴に粒剤処理
【▲無処理区】
粒剤としてジノテフラン粒剤 1 g/株を処理した．
粒剤処理した 2区では，ピリダベン水和剤 1,000倍
（▽）を散布した．
縦軸は対数目盛である．
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めと考えられる。薬剤防除体系の効果を高めるためには，

圃場周辺の保毒虫密度を低下させること，周辺で発生す

る保毒虫の圃場への侵入を抑制することが大切である。

栽培後半でメロン退緑黄化病と媒介虫の発生が多いと

きは，交配期以降に追加の薬剤防除を行い，ハウス外へ

の保毒虫の拡散を減らし CCYVのつながりを断つ必要

がある。また，CCYVを媒介するタバココナジラミに対

する薬剤防除は，「入れない対策」と組合せることで効

果がより安定する。具体的な対策としては，（独）農業・

食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究所ホームページ

の「退緑黄化病の診断および防除マニュアル」（http://

vegetea.naro.affrc.go.jp/joho/manual/tairyokuouka.pdf）

を参考にされたい。これらの対策に取り組みながら，ハ

ウス内の媒介虫や感染株を減らすとともに，地域全体の

保毒虫を減少させることが被害を低減させるために重要

である。
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お　わ　り　に

メロン退緑黄化病の発病を抑制するためには，これま

で述べた定植から 40日間の防除効果を高めることが重

要である。しかし，その効果は圃場周辺の保毒虫密度が

高い場合，相対的に低下すると予想される。退緑黄化病

の発生は，ウリ科作物を連作している地域で多い。これ

はウリ科作物間で CCYVの伝染環がつながっているた
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「殺虫殺菌剤」
蘆ペルメトリン・ミクロブタニル液剤 ※新規参入
22937：ガーデンアシストキングスプレー（キング園芸）

11/07/06
ペルメトリン：0.010％，ミクロブタニル：0.0080％
花き類・観葉植物（きく，ばら，サルビアを除く）：アブラ
ムシ類，うどんこ病：－
きく：アブラムシ類，うどんこ病，白さび病：－
ばら：アブラムシ類，うどんこ病，黒星病，チュウレンジハ
バチ：－
つばき類：チャドクガ：－
蘆フェンプロパトリン・ミクロブタニル液剤 ※新規参入
22938：ガーデンアシストクイーンスプレー（キング園芸）

11/07/06
フェンプロパトリン：0.010％，ミクロブタニル：0.0025％

（30ページに続く）

「殺虫剤」
蘆ホスチアゼート粒剤 ※新規参入
22936：ニワエース粒剤（石原バイオサイエンス）11/07/06
ホスチアゼート：1.5％
カーネーション：クローバーシストセンチュウ：植付前
蘆オリフルア・トートリルア・ピーチフルア剤 ※既製剤
（中央値）

22947：コンフューザー R（信越化学工業）11/07/20
（Z）― 8 ―ドデセニル＝アセタート：13.2％，（Z）― 11 ―テトラデ
セニル＝アセタート：34.1％，（Z）― 9 ―テトラデセニル＝ア
セタート：6.9％，10 ―メチル―ドデシル＝アセタート：
0.91％，（Z）― 9 ―ドデセニル＝アセタート：1.8％，11 ―ドデ
セニル＝アセタート：0.93％，（Z）― 11 ―テトラデセン― 1 ―
オール：0.47％，（Z）― 13 ―イコセン― 10 ―オン：30.6％
果樹類（交尾阻害）：モモシンクイガ，ナシヒメシンクイ，
リンゴコカクモンハマキ，ミダレカクモンハマキ，リンゴ
モンハマキ：成虫発生初期から終期

新しく登録された農薬（23.7.1～ 7.31）

掲載は，種類名，登録番号：商品名（製造者又は輸入者）登録年月日，有効成分：含有量，対象作物：対象病害虫：使用
時期等。ただし，除草剤・植物成長調整剤については，適用作物，適用雑草等を記載。（登録番号：22936～ 22947）種類名
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